
環境社会報告書環境社会報告書
２００９２００９

ＴＯＹＯＴＡ　ＭＯＴＯＲ　ＫＹＵＳＨＵ



会社概要(2008年4月～2009年3月)

宮田工場 約113ヘクタール(34万坪)用 地 面 積

宮田工場 1992年12月22日生産開始時期

宮田工場 　年産43万台生産能力(設備)

レクサス IS350C(輸出のみ)/IS300C(輸出のみ)

レクサス ES350(輸出のみ)

ハリアー/ハリアーハイブリッド（国内のみ）

レクサス IS250C

ハイランダー/ハイランダーハイブリッド(輸出
のみ)

エンジン、ハイブリッド部品

小倉工場　約34ヘクタール(10万坪)

苅田工場 約31ヘクタール( 9万坪)

トヨタ自動車株式会社の100%出資株 主

レクサス RX450h/RX350生 産 品 目

小倉工場　2008年 8月 1日

苅田工場 2005年12月20日

レクサス IS350/IS250/IS220d(輸出のみ)

レクサス HS250h

約　7,600名(2009年8月1日現在)人 員

苅田工場 　年産44万基

自動車及びその部品の製造・販売事 業 内 容

450億円資 本 金

1991年2月8日創 立

141億円△67億円当期純利益

207億円△117億円経 常 利 益

205億円△127億円営 業 利 益

10,581億円7,367億円売 上 高

443,109台291,076台生 産 台 数

2007年度2008年度

トヨタ自動車九州株式会社

〒823-0015 福岡県宮若市上有木1番地

TEL：(0949)32-5151(代)

http://www.toyota-kyushu.com/

*本報告書は、2008年度(2008年4月～2009年3月)の活動を対象期間としておりますが、

一部の項目については対象期間外の活動も記載しております。
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トヨタ自動車九州(TMK)Vision2010
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環境重点取り組み

環境

環境マネジメント

2008年度　環境取り組み 実施報告

環境方針

環境保全活動

苅田工場苅田工場

19巻末データ

笠松地区環境対策会議 14

18

18

16

15

14

12

11

従業員との関わり(労働安全)

産学連携

ステークホルダーとの関わり

社会

地域貢献活動の実施

地域との交流

交通安全

15ボランティア活動

環境美化活動

11

小倉工場小倉工場
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ごあいさつ

代表取締役社長

須藤誠一

環境委員会委員長専務取締役

大野則夫

　地球温暖化問題が世界的に深刻さを増す中、世界では今年１２月開催予定のＣＯＰ１５

において、これまでの地球温暖化対策を上回る目標を掲げる事が予想され、各国新たな対

策を模索しているところであります。企業においても地球温暖化防止に関する活動は今後

更に、重要度を増していくものと認識しております。
　　
　トヨタ自動車九州では豊かな低炭素社会の実現に向け、「温暖化防止」「資源循環」

「環境負荷物質低減」「水資源節約」を４つの柱とする第４次トヨタ環境取組みプラン

の達成に向け計画的に取組みを進め、順調に成果を収めております。また、第５次トヨ

タ環境取組みプラン策定も同時に進行しています。

　その中で、環境保全への大きな取組みとして、昨年８月に稼動開始した小倉工場におい

て、宮脇昭横浜国立大名誉教授ご指導の下、従業員のボランティアによる１万本の植樹を

実施しました。また、宮田工場においては当社の環境に対する考えや活動を積極的に情報

発信する場としてエコセンター見学コースをリニューアルし、小学生や地域の方々等、多

くの方々にご来場いただきました。

　企業に求められる環境配慮への取組みは、次の新たな目標へと移行する必要があると考

えております。今後、更に環境保全活動を強力に推進し、地域・社会と調和し、評価され

る会社を目指して参ります。

　今回で１１回目となったこの報告書は、皆様との環境コミュニケーションツールの一助

として作成しております。当社の環境への取組みについて、今後ともご支援・ご指導をい

ただければ幸いに存じます。
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会社概要

トヨタ自動車九州(TMK)Vision 2010

　　人や社会、地域環境との調和を図りつつ、確かなクルマづくりにより、お客さまに喜びと感動を与え、

魅力ある商品をご提供できるよう、皆さまのベストパートナーとして、なお一層の努力を重ねてまいります。

3.クリーンで安全な商品の提供を使命とし、あらゆる企業活動を通じて、住みよい地球と豊かな社会づくりに取り組む

2.各国、各地域の文化、習慣を尊重し、地域に根ざした企業活動を通じて、経済・社会の発展に貢献する

5.労使相互信頼・責任を基本に、個人の創造力とチームワークの強みを最大限に高める企業風土をつくる

4.様々な分野での最先端技術の研究と開発に努め､世界中のお客さまのご要望にお応えする魅力あふれる商品･サービスを　

提供する

6.グローバルで革新的な経営により、社会と調和ある成長をめざす

7.開かれた取引関係を基本に、互いに研究と創造に努め、長期安定的な成長と共存共栄を実現する

1.内外の法およびその精神を遵守し、オープンでフェアな企業活動を通じて、国際社会から信頼される企業市民をめざす

ト
ヨ
タ
基
本
理
念

T M K
)
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①確かなクルマづくり

②魅力ある商品の提供

信頼と喜び

[ 2010年のTMKがめざすべき企業像 ]

Ⅰ．LEXUSブランドを
　　 Worldwideに高める企業

①お客さまの期待を超える
　 世界最高品質とサービスを
　 提供する企業
②世界中から注目され、
　 人々に驚きと感動を与える企業
③LEXUSブランドに相応しい、
　 社徳と品格のある企業

Ⅱ．トヨタ世界戦略の一翼を
　　 担うたくましい企業

①先駆的なものづくりで、
　 高い収益力を持つ企業
②強い信頼関係をベースに、
　 トヨタの戦略を推進する
　自立した企業
③取引先と協力し、自らの
　 商品力・競争力を高める企業

Ⅲ．地域とともに発展する
　　 トヨタの国内第2拠点・九州

①九州の自動車関連産業の
　 活性化に貢献する企業
②多様化する社会的役割を認識し、
　 積極的に地域貢献する企業
③より良い地域環境づくりに
　 努力し、地域との関係を
　 大切にする企業

2.常にお客様を第一に考え、世界中のお客様に喜びと感動を与えられる、魅力ある商品を提供します。

　社会に信頼される良き企業市民であり続けます。

　地域社会の発展および取引先との共存共栄を目指します。

3.グローバルで革新的な経営により、長期安定的に成長すると共に、

4.労使相互信頼・責任を基本に、ものづくりに熱意を燃やし、やりがいと成長を実感できる「人が主役の、

　人を大切にした企業風土」を築きます。

1.法およびその精神を遵守すると共に、より良き地球環境の実現に取組み、

Ｔ
Ｍ
Ｋ
新
基
本
理
念

▼

お客様お客様

従業員従業員
株　主

(トヨタ自動車株式会社)
株　主

(トヨタ自動車株式会社

取引先取引先 地域社会
地域社会

①先駆的な

　取り組みの実践

②連結収益への貢献

オールトヨタの

ベンチマーク

①自己実現

②安全で豊かな生活

充実した生活

①地域経済の発展に寄与

②生活環境の向上

優良な企業市民

①ビジネスチャンスの拡大

②九州地域のものづくりの発展

共存共栄
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環環 境境

環境保全活動環境保全活動

環 境 重 点 取 り 組 み

2010年の環境機能の目指す姿として掲げた『世界に誇れるレクサス工場として、環境世界

NO.1企業を実現する。』ため2008年度は４つの基本方針にそれぞれ具体的な目標を立てて

環境保全活動に取り組みました。特に「第４次環境取組みプランの必達」については、２

０１０年を目前にして目標を必達すべく全社一丸となり地道な改善を積み上げ、ＣＯ２削

減活動に取り組みました。また、弊社の環境に対する考えや活動を積極的に情報発信する

場として、社会貢献活動推進の一環としてエコ＆アクアセンターの見学コースをリニュー

アルし、多くの方々にご来場いただきました。これまでに取り組んできた温暖化防止対策

排出物低減、化学物質の低減につきましても、引き続き各種活動を推進いたしました。

世界Ｎｏ１
地域Ｎｏ１
をめざす

ＣＯ２・ＶＯＣ・廃棄物
（ｾﾞﾛｴﾐの達成・維持）

リスクの最小化

地下浸透未然防止
（土壌汚染、地下水汚染の防止）

異常・苦情ゼロ

臭気・騒音対応
排水管理

地域とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

順法 未然防止

環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
向上
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